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ミ ン キ ョ ン ベ
『韓国基督教会史』（ソウル､
一九八二年）が通史として代表的である。李萬烈
イ マ ン ヨ ル
『韓国基督教と歴史認識』（知識産業社､ソウル、
一九八一年）､韓国基督教研究所著[韓晳曦








































ナ ム ブ ヒ
『儒林の独立運動史研
究）』（ボムジョシャ、ソウル、一九九一年）、尹以欽


















































































































































































































































































































































































表一  朝鮮仏教の状況（一九二〇年、朝鮮総督府） 
 寺院 布教所 僧侶 信徒（朝鮮人） 
朝鮮仏教 1,230 45 7,500 149,000 


















































































































ホ ン ジ プ
に「都城出入解禁」の建白書を提出した。この建白は、改
革路線を担っていた金弘集内閣に日本に協力的だった朴泳








































































































































































































































































































































































































































年代 教会数 伝道人数 洗礼教人 学習教人 献金（元） 
1905 321 470 9,761 30,136 1,352,867 
1907 642 1,045 18,964 99,300 5,319,785 
増加率（％） 200 222.3 194.2 329.5 393.2 
























































































































































信徒数 朝鮮人 内地人 外国人 
新教各派 2,925 2,083（226） 196,475 195,578 604 293 
天主教 225 20（52） 82,398 81,504 758 136 
露国正教 6 4（1） 562 558  4 
内地新教 80 101（3） 17,051 14,501 2,459 2 
合 計 3,246 2,208（282） 296,487 292,141 3,911 435 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































 教会 教師（人） 教会員（人） 教会支出 朝鮮伝道支出 朝鮮伝道寄附金 
1911 15 6 554    
1912 35 10 1,758    
1913 45 20 3,645    
1914 50 38 4,591 12,028 38,005 37,084 
1915 67 44 6,224 11,319 20,372 12,263 
1916 131 67 11,283 14,159 35,614 20,881 
1917 146 83 12,487 16,973 31,518 15,203 
1918 149 68 13,631 26,130 30,550 8,077 
1919 150 71 14,387 21,926 24,721 24,721 
1920 143 65 14,195 30,842 71,657 60,710 

















































































































































































                    表一 各道儒生総数（一九二八年）          単位：人 
道 数 道 数 
京畿道 15,204 黄海道 31,291 
忠清北南 3,233 江原道 21,102 
忠清南道 6,210 平安北道 16,637 
全羅北道 5,713 平安南道 16,618 
全羅南道 32,509 咸鏡北道 13,800 
慶尚北道 33,458 咸鏡南道 20,372 


































































































































               表二 書堂累年統計（一九一一－一九二〇年）         単位:人 
教員数 生徒数 年度 書堂数
（個） 男 女 計 男 女 計 
1911 16,540 16,771  16,771 141,034 570 141,604 
1912 18,238 18,435  18,435 168,728 349 169,077 
1913 20,268 20,807  20,807 195,298 391 195,689 
1914 21,358 21,570  21,570 203,864 297 204,161 
1915 23,441 23,674  23,674 229,028 522 229,550 
1916 25,486 25,831  25,831 258,614 917 259,531 
1917 24,294 24,507 13 24,520 264,023 812 264,835 
1918 23,369 23,590 23 23,613 260,146 829 260,975 
1919 24,030 24,173 12 24,185 275,261 659 275,920 













































































 被逮捕者（人／％） 被処罰者（人／％） 全国戸口比 
農業 10,864 55.7 3,461 54.0 83.6 
漁業 50 0.2 6 0.1 1.3 
工業 555 2.9 217 3.3 2.1 
商業 1,624 8.3 693 10.8 6.5 
公務員自営業 1,326 6.8 427 6.7 1.8 
労働者 998 5.1 212 3.3 3.3 
学生 1,936 10.0 634 9.9  
宗教家 489 2.5 443 6.9  
無職未詳者 1,683 8.5 325 5.0 1.4 






































































































































































































































































































































































































































































































































教系 教派数 教徒数 教会所数 信教地区数 
東学教系 20 116,748 970 438 
吽哆教系 9 20,499 118 200 
仏教系 10 24,031 27 24 
儒教系 6 6,702 12 16 
崇神系 14 4,709 35 37 
其 他 4 596 2 4 
合 計 63 173,285 1,164 619 
                   注:村山智順「朝鮮の類似宗教」（『朝鮮』、一九三五年四月）。  
 
表二 東学系の非公認宗教団体の教勢（一九三四年八月現在） 
教徒数 教 名 
男 女 計 
教会所数 信教地区数 
天道教 55,547 37,022 92,569 781 193 
上帝教 5,013 2,237 7,250 59 75 
水雲教 3,254 1,976 5,230 46 63 
侍天教 2,443 1,624 4,067 44 41 
其他十三教 4,677 2,955 7,632 40 66 
合 計 70,934 45,814 116,748 970 438 





























































































































































































































































































































































































































































































































































         表一 神社規則の改正（一九三六年）以前の神社数           （単位：社） 
区分 官幣社 国幣社 居留民設置神社 神祠 計 
1931 年 １ 0 50 186 237 
1932 年 1 0 50 199 250 
1933 年 1 0 50 215 266 
1934 年 1 0 51 240 292 
















































































































































































































































 表二 公認宗教別信徒数調（一九三八年） 
 朝鮮人 内地人 外国人 合 計 
神 道 31,034 74,933 24 95,991 人 
内地 仏教 15,304 294,426 10 309,740 人 
朝鮮 仏教 194,633 243 ― 194,876 人 
仏 
 
教 計 209,937 294,669 10 504,616 人 
基 督 教 494,527 5,865 450 500,842 人 































 ①1916 年 ②1929 年 ③1938 年 ③－①比較増 
神 道 36,359 76,442 95,991 59,632 人 
内地 仏教 110,576 263,501 309,740 199,164 人 仏 
教 朝鮮 仏教 73,749 199,151 194,876 121,127 人 
基 督 教 283,022 312,645 500,842 217,820 人 
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二四七－二五二頁。前掲崔英成『韓国儒学思想史 Ⅴ 近･現代篇』一三八頁。 
38 郭鍾錫（一八四六－一九一九年）は湖南の田愚とともに嶺南地方を代表する儒学者とし
て、高宗から特別に優遇される「山林」であった。巴里長書の草案者であり、運動の指導
者。신규호（シン・キュホ） 『한국 역사 
인물사전（韓国歴史人物事典）』（석필,一九九八年） 参照。 







































50 前掲姜徳相『現代史資料 朝鮮二』六四三－六五六頁。 
51 同前書、六五一頁。 





54 前掲「朝鮮民族運動ニ対スル対策」（前掲『斎藤実文書 第九巻』）一四三－一五二頁。 
55 前掲「朝鮮民族運動ニ対スル対策」（前掲『斎藤実文書 第九巻』）一四八－一四九頁。 
56 「時代錯誤의 儒林界（時代錯誤の儒林界）」（『東亜日報』、一九二四年一月三日）。
前掲琴章泰『현대 한국 유교와 전통』四九頁。 
57 金允植「儒林界를 위하야（儒林界のために）」（黄敏湖編『植民地時代資料叢書 
第一六巻』、啓明文化社、一九九二年）二三〇頁。 
58 「大東斯文会則」（全二〇条）（『毎日新報』、一九二〇年一月二八日）。前掲琴章泰『현대 
한국 유교와 전통』四九頁。 
59 「儒道振興会会則」（全一二条）（前掲『斎藤実文書 第十二巻』）三二二頁。 
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60 「朝鮮統治上の問題につき覚書」（前掲『斎藤実文書 第十二巻』）二三八頁。  

























































閣、一九九五年）、Carter J.Eckert,Offspring of Empire:The Koch’ang Kims and the 
Colonial Origins of Korean Capitalism1876-1945,University of Washington 
Press,Seattle and London,1991 の研究があげられる。 
4 一九三〇年代に非公認宗教に関する研究としては 일제하、崔錫栄「  ･ ･ ･ ･  
식민지권력（日帝下巫俗論と 서경문화사植民地権力）」（ 、ソウル 성주현、一九九九年）、  
「1930 ･ ･  ･ ･ ･ ･  ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･  ･ ･  연구（一九三〇年代、天道教の
反日民族統一戦線に関する 한국독립운동과研究）」（韓国民族運動史学会『  
종교활동（韓国独立運動と宗教活動）』、国学資料院、ソウル、二〇〇〇年） 
青野正明『朝鮮農村の民族宗教』（社会評論社、二〇〇一 일제年）、金正仁「  ･ ･ ･  
･ ･ ･ ･ ･  ･ ･ ･ ･  연구（日帝強占期天道教団の民俗運動研究）」 
서울대대학원박사학위논문（ 、二〇〇二年）、이필영（イ・ピルヨン）「일제하 민간신앙의 





































は約百万であり、一九一一年頃には三百万と推定されている。前掲성주현 「1930 년대 





































































33 渡邊彰｢朝鮮に於ける宗教｣ （ 『朝鮮』､一九二〇年一月）。 
34 村山『部落祭』（朝鮮総督府、一九三七年） 四〇一－四〇二頁。 




























前掲성주현 「1930 년대 천도교의 반일민족통일전선에 관한 연구」参照。天道教の
分裂については、前掲金正仁「일제 강점기 천도교단의 민족운동 연구」 参照。 
46 「宗教社会運動」（前掲『斎藤実文書 第九巻』）一五二頁。 
47 天道教の分裂過程に関する資料としては、宮田節子編・解説 『十五年戦争極秘資料集 
第二十八集 朝鮮思想運動概況』 （不二出版、一九九一年） 二四八－二五二頁。 
48 前掲村山『朝鮮の類似宗教』四七七－四八〇頁。 
49 「불교를 중심으로 4 대 종교 선택 결정（仏教を中心として
四大宗教選択決定）」（『朝鮮日報』、一九三五年二月一〇日）。 































鎮座前後の記」（前掲小笠原 『海外神社史』） 四二五頁。 
9 前掲小笠原 『海外神社史』 四二六頁。 













14 前掲小笠原『海外神社史』 四四六頁。 
15 水野錬太郎については、尚友倶楽部・西尾林太郎編『水野錬太郎回想録・関係文書』（山川
出版社、一九九九年） 参照。 







20 前掲小笠原 『海外神社史』 四二八頁。 
21 同前書、四三七頁。 












29 前掲小笠原 『海外神社史』 四四九頁。 
30 前掲小笠原 『海外神社史』四三一頁。 
31 欄木寿男「朝鮮総督府の神社政策」（朝鮮問題研究会編『海峡』四号、日本評論社、一九七
六年） 三二－三四頁。 
32 同前掲「朝鮮総督府の神社政策」 三二－三四頁。 
33 高橋亨「朝鮮仏教の歴史的依他性」（『朝鮮』､一九三六年三月） 六－七頁。 
34 神寶長治「朝鮮に於ける基督教の活動」（『朝鮮』、一九四〇年） 八四頁。 
35 同前掲、七六頁。 
36 朝鮮軍司令部「朝鮮人志願兵制度に関する件」（一九三七年十一月一二日）（Microfilm 
Reproductions of selected Archives of the Japanese Army,Navy and other 
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研究をしてゐられる」と評されている。前掲小笠原 『海外神社史』 「はしがき」、四頁。 
42 崔南善『神ながらの昔を憶ふ』 （京城日報社、一九三四年四月） 緒言 一頁。 
43 同前書、 九頁。 
44 同前書、一二－一三頁。 
45 崔南善「朝鮮の固有信仰に就て」 （『朝鮮』、一九三六年） 三八頁。 
46 同前掲、 四九―五〇頁 
47 同前掲、 六六－六七頁。 
48 同前掲、 四五頁。 
49 前掲朝鮮総督府『朝鮮法令輯覧 上』 参照。前掲朝鮮総督府『施政三十年史』七六八－
七六九頁。 










57 前掲小笠原 『海外神社史』 一九六－一九七頁。 
58 同上。 
59 同前書、三－四頁。 






宗教関連略年表（1902 年－1945 年）                     
年度 統監・総督 宗教関係 事項 
1902  7 国内寺刹現行規則。 
1903   
1904  2 日露戦争、第一次韓日協約。 
1905 伊藤博文  11 第二次日韓協約（乙巳保護条約）、義兵運動。 
1906 1905．12．21 6 仏教研究会の設立。 
11 宗教ノ宣布ニ関スル規則。 




1908  1 張仁煥・田明雲ら外交顧問スティブンスン射殺。 
3 円宗宗務院設立。 
8 「私立学校令」発布。 ＝書堂管理ニ関スル件。  
1909 曾禰荒助 
1909．6.15 












9 一〇五人事件(検挙)、義兵掃討作戦。 10 私立学校
規則。   






1914   
1915  2 一〇五人事件の尹致昊ら釈放。 
3 改正私立学校規則。 
8 布教規則、神社寺院規則。 
1916 長谷川好道  
1917 1916．10.16 3 神祠ニ関スル件。 
1918  2 「書堂規則」、旧慣審査委員会 





1920  6 郷校財産管理規則。 
1921  5 崇神人組合の組織、旧慣及制度調査委員会。 
1922   
1923  4 地方文廟職員ニ関スル件。 
1924   
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1925  ＝ 第二次儒林団事件、10 官幣大社 朝鮮神宮鎮座
祭。 







1929 斎藤 実 ＝ 書堂規則改正。 
1930 1929．8.17  
1931 宇垣一成 3 満州国、建国宣言。 
1931．6.17 9 満州事変。 
1932  11 農村振興運動。 
1933    
1934   
1935  1 心田開発運動。 
1936 南 次郎 8 改正神社規則（神社寺院規則の廃止）、一面一神祠設
置計画、神祠ニ関スル件改正。 
7 盧溝橋事件、日中戦争勃発。 1937 1936．8.5 
10 皇国臣民の誓詞を制定、キリスト教会へ神社参拝強
要、カトリックとメソジスト教会神社参拝を決議   
4 朝鮮陸軍特別志願兵令公布、八月に実施。 1938  
8 長老派の神社参拝決議。 
9 監理境界 神社参拝容認の通告。         
















1943  2 昭南神社（シンガポール）鎮座祭。 
1944 阿部信行 10 官幣大社 関東神宮の鎮座。 
1945 1944.7．24 12 GHQ の神道指令、「国家神道・神社神道に対する政
府の保証・支援・保全・監督並びに弘布の廃止」の覚書
を日本政府に発令 






















小川圭治･池明観編 『日韓キリスト教関係史資料』 （新教出版社､一九八四年）。 
外務省編 『日本外交文書』 。 
韓国国史編纂委員会 『日帝侵略下韓国三十六年史』 （探求堂）。 
〃          『韓国独立運動史』（探求堂）。 
姜徳相編 『現代史資料 「朝鮮」』 （みすず書房、一九六六年－一九七三年）。 
姜在彦・北博昭解説『百五人事件資料集 全四巻』 （不二出版、一九八六年）。 
金正明編 『朝鮮独立運動』 （原書房、一九六六年）。 
〃  『日韓外交資料集成』 （巖南堂書店、一九六七年）。 
慶尚北道警察部 『暴徒史編輯資料 高等警察要史』 （朝鮮印刷株式会社、一九三四年）。 
尚友倶楽部・西尾林太郎編 『水野錬太郎回想録・関係文書』 （山川出版社、一九九九年）。 
朝鮮総督府 『朝鮮総督府官報』。 
〃   『施政二十五年史』 （朝鮮総督府、一九三五年）。 
〃   『朝鮮総督府時局対策調査会会議録諮問答申書』 （一九三八年）。 
〃   『施政三十年史 』（朝鮮総督府、一九四〇年）。 
〃   『朝鮮法令輯覧 上・下』 （朝鮮総督府、一九四〇年）。 
〃   『朝鮮総督府施政年報』 （朝鮮総督府、一九四一年；クレス出版、一九九二年）。 
『朝鮮及朝鮮民衆 第一集』 （朝鮮史総通信社、一九二七年）。 
朝鮮総督府時代関係資料 『朝鮮総督府時代関係資料 斎藤実文書』 （高麗書林、一九九〇
年）。 
朝鮮総督府中枢院 『朝鮮旧慣制度調査事業概要』 （近澤商店印刷部、一九三八年）。 
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朝鮮総督府情報課編纂 『復刻版 新しき朝鮮』 （湖南書院、一九四四年；風涛社、一九八二
年） 。 
朴慶植編 『朝鮮問題資料叢書 第六巻 一九二〇年～三〇年代民族運動』 （三一書房、アジ
ア問題研究所刊、一九八二年）。 
〃   『朝鮮問題資料叢書 第七巻 一九三〇年代朝鮮革命運動論』 （三一書房、アジア問
題研究所刊、一九八二年）。 
〃   『朝鮮問題資料叢書 第八巻 一九三〇年代民族運動』 （三一書房、アジア問題研究
所刊、一九八三年）。 
黄敏湖編『植民地時代資料叢書』 （啓明文化社、ソウル、一九九二年）。 
水野直樹編 『朝鮮総督府諭告・訓示集成 全六巻・別冊』 （緑蔭書房、二〇〇一年）。 
山口吸一編纂 『改訂 朝鮮制裁法規 全』 （朝鮮図書出版株式会社、一九三〇年）。 
友邦協会編 『朝鮮資料第二号 朝鮮の保護及び併合』 （改編復刊；一九五六年）。 


































『旧陸海軍関係文書マイクロフィルム』（Microfilm Reproductions of selected Archives of 
the Japanese Army,Navy and other Government Agencies,1868-1945） 朝鮮軍司令
部「朝鮮人志願兵制度に関する件」（一九三七年十一月一二日）（早稲田大学中央図書館所
蔵）。 








































「時代錯誤의 儒林界（時代錯誤の儒林界）」 （『東亜日報』、一九二四年一月三日）。 
「強制参拝問題」 （『東亜日報』、一九二五年三月一八日）。 
「朝鮮神宮鎮座祭を待構へて一騒動か」 （『報知新聞』、一九二五年八月二六日）。 
「朝鮮의 現状와 宗教団体（朝鮮の現状と宗教団体）」 （『東亜日報』、一九二九年七月一一
日）。 
善生永助 「朝鮮儒林の分布」 （『朝鮮』、一九三四年）。 
「불교를 중심으로 4 대 종교 선택 결정（仏教中心の四大宗教選択決定）」 
（『朝鮮日報』、一九三五年二月一〇日）。 














（一） 和 文（五十音順） 
赤澤史朗 『近代日本の思想動員と宗教統制』 （校倉書房、一九八五年）。 
浅田喬二 『日本帝国主義と旧植民地地主制』 （お茶の水書房、一九六八年､増補版、龍溪書
舎､一九八九年）。 
〃   『日本帝国主義下の民族革命運動』 （未来社､一九七三年）。 
浅野豊美・松田利彦編 『植民地帝国日本の法的構造』 （信山社、二〇〇四年）。 
アジア経済研究所図書資料部編 『旧植民地関係機関刊行物総合目録 全五巻』 （アジア経済
研究所､一九七三－八一年）。 
有竹修二 『斎藤実』 （時事通信社、一九五八年）。 
安秉直・中村哲編 『近代朝鮮工業化の研究』 （日本評論社、一九九三年）。 
安秉直著・宮嶋博史訳 『日本帝国主義と朝鮮民衆』 （御茶の水書房、一九八六年）。 
青井哲人 『植民地神社と帝国日本』 （吉川弘文館、二〇〇五年）。 
青野正明 『朝鮮農村の民族宗教』 （社会評論社、二〇〇一年）。 
青柳香綱太郎 『朝鮮の統治と基督教』 （朝鮮総督府、一九二三年）。 
伊藤隆監修・百瀬孝著『昭和戦前期の日本』（吉川弘文館、一九九〇年）。 
伊藤隆・季武嘉也編『近現代日本人物史料情報辞典』（吉川弘文館、二〇〇四年）。 
井上清 『岩波講座 日本歴史一八 現代一』 （岩波書店、一九六五年）。 
石田瑞麿 『日本仏教史』 （岩波書店、一九八四年）。 
石森久彌著 『朝鮮統治の目標』 （朝鮮公論社､一九三二年）。 
今井田清徳伝記編纂会 『今井田清徳』 （一九四三年）。 
イ・ヨンスク 『「国語」という思想』 （岩波書店、一九九六年）。 
宇垣一成 『宇垣一成日記』（全三巻） （みすず書房、一九六八－一九七一年）。 
大江志乃夫他編 『岩波講座 近代日本と植民地 全八巻』 （岩波書店、一九九二－一九九三
年）。 
大谷派本願寺朝鮮開教監督部 『朝鮮開教五十年誌』 （文栄堂、一九二七年）。 
大野謙一『朝鮮教育問題管見』（朝鮮教育会、一九三六年）。 
小川原正 『大教院の研究』 （慶応義塾大学出版会、二〇〇四年）。 
小熊英二 『単一民族神話の起源』 （新曜社、一九九五年）。 
〃   『〈日本人〉の境界』 （新曜社、一九九八年）。 
学習院大学東洋文化研究所編 『日本の植民地支配下における朝鮮の研究』 （学習院大学東
洋文化研究所、一九九〇年）。 
加藤玄智編 『神社対宗教』 （一九二一年刊、一九三〇年改正）。 
兼近輝雄 『日本近代政治史Ⅰ』 （敬文堂、一九九六年）。 
金子堅太郎 『伊藤博文伝』 （春畝公追沿頌会、一九四〇年）。 
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姜徳相 『朝鮮三・一独立運動』 （新幹社、二〇〇二年）。 
姜在彦編 『朝鮮における日窒コンツェルン』 （不二出版､一九八五年）。 
〃  著 『姜在彦著作選 全五巻』 （明石書店、一九九六年）。 
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七号』）。 
村上勝彦 ｢矢内原忠雄における植民論と植民政策｣ （『岩波講座 近代日本と植民地 第四巻』､
一九九二年） 。 
山口公一 「戦時期朝鮮総督府の神社政策」 （『朝鮮史研究会論文集』、一九九八年）。 




欄木寿男 「朝鮮総督府の神社政策」 （朝鮮問題研究会編『海峡』 四・五号、日本評論社、一
九七六年）。 
 
 （二） ハングル論文（子母音順） 
金正仁「일제 강점기 천도교단의 민족운동 연구（日帝強占期天道教団の
民俗運動研究）」 （서울대대학원박사학위논문、二〇〇二年）。 
성주현 「1930 년대 천도교의 반일민족통일전선에 관한 연구（一九三〇年代、天道教
の反日民族統一戦線に関する研究）」 （韓国民族運動史学会『한국독립운동과 
종교활동（韓国独立運動と宗教活動）』、国学資料院、ソウル、二〇〇〇年）。  
申一徹・金根洙訳「鄭鑑録」 （一然他『韓国의 民俗・宗教思想』） 。 




이필영（イ・ピルヨン）「일제하 민간신앙의 지속과 변화（日帝下の民間信仰の継続と
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変化）」 （ 연세대학교 국학연구원편『일제의 식민지지배와 일상생활（日帝の
植民地支配と日常生活）』、 혜안、ソウル、二〇〇四年）。 
鄭在貞 「日帝의 韓国鉄道侵略과 韓国人의 対応；一八九二－一九四五年 ( 
日帝の韓国鉄道侵略と韓国人の対応――一八九二－一九四五年) 
」（서울대대학원박사학위논문、ソウル、一九九二年)。 
車基璧「日本帝国主義植民政策の形成背景とその展開過程」 （車基璧編『일제의 
한국식민통치（日帝の韓国植民統治）』、正音社、ソウル、一九八五年）。 
 
 
※ なお、上記の参考文献中、森山茂徳 『近代日韓関係史研究――朝鮮植民地化と国際関
係』 （東京大学出版会、一九八七年）の巻末にある文献目録はかなり詳細で有用であることを付
記しておきたい。 
 170
